
遠野市史編さん活動報告

　第７回原始・古代・考古グループ会議および
中世・文献グループ会議では、委員が作成した
原稿をもとに内容や編目構成、執筆担当者につ
いて確認したほか、口絵に関する協議を行いま
し た。 口 絵 と は、 本 文 の 前 に 掲 載 さ れ る 絵 や
写 真 の こ と で、 自 治 体 史 で は 歴 史 的 に 重 要 な
文
も ん じ ょ

書、遺跡や美術品などの写真を、フルカラー
で大きく掲載することが多いです。両グループ
とも今回の会議で候補を絞り、撮り直しなどを
した上で、来年３月に開催する会議において最
終決定する予定です。
　『新編遠野市史 資料編 考古 / 古代・中世』の
発刊を来年度に控え、原稿執筆が佳境を迎えて
います。今後印刷業者の決定などを経て、来年
度初めに入稿し、約１年をかけて編集・校正作
業を行います。資料編は研究者向けのイメージ
が強いですが、市民の皆さまに手に取っていた
だきやすい市史を目指していきます。

令和４年 10 月 11 日（火）/17 日（月）
第７回原始・古代・考古GR会議および中世・文献GR会議を開催しました

Compilation of Tono History

令和４年度遠野市史編さん講座を
開催します！

　今年度の市史編さん講座は、11 月 19 日（土）

遠野市立図書館視聴覚ホールで開催します。岩

手大学教授で近現代部会部会長の今野日出晴先

生を講師に迎え、明治から戦前・戦中まで遠野

ではどのような教育が行われ、どんな特徴があ

るのか、現在の教育に照らしながら講演してい

ただきます。

　参加費は無料ですが、事前の申込みが必要で

す。会場で聴講する場合は電話で、Zoom で聴

講する場合はメールで市史編さん室へお申込み

ください。お申込みお待ちしております。

新編遠野市史  資料編  考古

新編遠野市史  資料編  古代・中世

令和５年度（令和６年３月）発刊予定

附録：遠野市遺跡地図
※１ケースに２冊 + 遺跡地図を封入予定です
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▲会議の様子（原始・古代・考古グループ）

今年度は新たな取り組みとして
Zoom を使用した配信を行いま
す。遠方の方、体調に不安のある
方は、ぜひ Zoom からご参加く
ださい。
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　真
ま っ た つ だ て

立館は、松崎町にある館跡で、周辺には松
崎観音堂や宮代経塚などがあります。 今回は、
12 世 紀 こ の 付 近 に 開 山 し た と い う 白 鳳 山 養 安
寺の痕跡を探すため、中世・文献グループで真
立館周辺を調査しました。
　真立館は小高い山の頂上部に楕円形の平場が
あり、その周囲に堀が巡っていたほか、竪穴住
居址とみられる窪地を複数確認しました。斉藤
利男グループ長によると、これらは青森県など
に 10 世紀半ばから出現する防御性集落と考え
られ、 年代は 11 世紀頃と推定されました。 防
御性集落（環

か ん ご う

濠集落・高地性集落） の分布は、
これまで盛岡市近辺が南限とされており、大き
な発見となりました。
　さらに真立館から東南に尾根を下ると、小さ
い洞

ほら

（谷） の奥に、 横９ｍ×奥行５ｍほどの人
工的な平場を発見しました。『まつざき歴史が
たり』によると、養安寺があったとされる場所
については諸説あり、そのひとつに「熊の洞と
いう真立の東南方に位置した洞に養安寺があっ
た」という説があります。今回平場を発見した
洞が熊の洞であれば、原初の養安寺があった可
能性があります。この場所は来春に再調査する
予定です。
　また、 松崎観音堂の周辺を調査したところ、
観音堂の裏山にも堀や郭などの遺構があり、こ
れまで知られていなかった館跡であることがわ
かりました。

令和４年 10 月 18 日（火）
真立館などの調査を行いました
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▲真立館頂上部の堀

▲真立館から東南に下がった洞にある人工的な平場
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